
生化学工業株式会社

1. 2013.3期第1四半期実績 （百万円）

増減 増減率

売上高 6,727 6,897 -170 -2.5%

営業利益 878 1,646 -767 -46.6%

経常利益 1,028 1,630 -602 -36.9%

四半期純利益 669 1,041 -371 -35.7%

研究開発費 1,532 1,206 +325 +27.0%

研究開発費率 22.8% 17.5% +5.3pt -

営業利益率 13.1% 23.9% -10.8pt -

１株当たり四半期純利益（円） 11.78 18.33 -6.55 -

＜第1四半期実績と前年同期実績との差異要因＞

売上高：
（-170）　

営業利益：
（-767）　

四半期純利益：
（-371）　

2. 2013.3期第1四半期事業セグメント別売上高 （百万円）

増減 増減率 '12.3期実績 '13.3期予想

【医薬品事業】 5,825 5,908 -82 -1.4% 23,221 23,100

　国内医薬品 4,383 4,707 -324 -6.9% 17,992 17,900

　海外医薬品 1,095 880 +215 +24.4% 3,505 3,600

　医薬品原体 346 320 +26 +8.4% 1,723 1,600

【LAL事業】※ 901 989 -87 -8.9% 3,860 3,600

合計 6,727 6,897 -170 -2.5% 27,082 26,700

（海外売上高） 1,654 1,459 +194 +13.4% 6,035 6,100

≪セグメント変更≫  

・

・

・

3. 通期業績予想と進捗率　（2012年5月10日に公表しました修正予想に変更ありません） （百万円）

増減 増減率

売上高 26,700 27,082 -382 -1.4% 6,727 25.2%

営業利益 2,600 4,617 -2,017 -43.7% 878 33.8%

経常利益 3,100 4,770 -1,670 -35.0% 1,028 33.2%

当期純利益 2,200 3,270 -1,070 -32.7% 669 30.4%

研究開発費 6,700 5,970 +729 +12.2% 1,532 22.9%

研究開発費対売上比率 25.1% 22.0% +3.1pt - 22.8% -

営業利益率 9.7% 17.0% -7.3pt - 13.1% -

１株当たり当期純利益（円） 38.73 57.58 -18.85 - 11.78 -

以上

前期比 '13.3期1Q
実績

進捗率
'12.3期
実績

'13.3期
予想

2013（平成25）年3月期 第1四半期決算補足資料

2012年7月31日発表

'12.3期1Q
実績

'13.3期1Q
実績

(2012年4月1日～2012年6月30日)

前年同期比

LAL事業※の「'12.3期1Q実績」の数値には、廃止した研究用試薬の売上高（2億円弱）を含んでいます。

国内アルツは、医療機関納入本数が増加し市場シェアも拡大したものの、薬価引き下げの影響を受け微減。
米国向けスパルツは、競合品との差別化に特化した営業戦略により、現地販売及び当社売上が増加。医薬品原
体やエンドトキシン測定用試薬も増加したが、オペガンの減少や研究用試薬事業廃止に伴う減少があったことか
ら、売上高は減少。

売上減少に伴い売上総利益が減少したことに加え、ドライアイ治療剤「SI-614」等の各開発テーマ進捗に伴う研究
開発費を中心に販管費が増加したため、減少。

営業外収益において、投資有価証券の売却益や受取ロイヤリティの計上があったことに加え、前年同期は震災に
伴う特別損失を計上していたことから、減益幅が縮小。

研究用試薬事業の廃止や、生化学バイオビジネス株式会社（旧連結子会社）の吸収合併に伴い、当第1四半期連結会計期間より
報告セグメントを変更しました。従来、試薬・診断薬（エンドトキシン測定用試薬、研究用試薬）及び医薬品原体で構成していた機能
化学品事業のうち、医薬品原体を医薬品事業に含め、エンドトキシン測定用試薬をLAL事業としました。

「'12.3期1Q実績」の数値は、変更後のセグメントに合わせるため、遡及して再計算しています。
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